
●●●次回８月８日の例会：１７５４回　１２：３０点鐘　ホテル御殿場館●●●�

会長挨拶�
会　長　内海　宣彦�

　先週の第１回クラブ協議会

では、全委員会の委員長から

本年度の活動計画を詳細に発

表頂き誠にありがとうございました。生野・

渡辺両先輩の出席に心より感謝申し上げます。�

　去る７月２０日（土）地区Ｒ財団セミナーが、

甲府富士屋ホテルで開催され、斉藤Ｒ財団委

員長と出席しました。Ｒ財団の人道的・教育

的および文化交流のプログラム、ポリオ・プ

ラス・プログラム、年次寄付・恒久基金およ

びシェア・システム、国際親善奨学金制度（１９８７

年度以降で当クラブは５名の奨学生を輩出）

等について研修を受けました。�

　奨学生の募集は１１月頃開始されるので、そ

の際は地方新聞やＩＴのホームページへ掲載

して効果を上げたいと思いますので宜しくお

願いします。�

　ロータリーのリーダー宛の定期刊行物であ

る『Rotary WORLD』が届いています。�

　その中で、２００５年までにポリオ撲滅の目標

を妨げる恐れがある２億７,５００万ドルの資金差

額を埋める助けになるよう、年次プログラム

基金寄付に加え、米貨８千万ドルを募金する

新しい１年間のロータリー・キャンペーンが

始まる記事があります。�

　１９８８年以来世界中のポリオ症例数が９９％急

減した一方、最後の１％を無くすのに非常に

費用がかかると言っています。�

　崇高な使命達成のため今後の具体的要請等

を見守って行きたいと思います。�

夢見つつ広く播こう愛の真心�
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◆例　会　場／東山荘・講堂�

◆開 会 点 鐘／１２：３０�

◆国 歌 斉 唱 �

◆ロータリーソング／我らの生業�

◆内　　　容／クラブ協議会（第２回）�

�

◆会 員 慶 事�

・誕　生　日�
　　8月 7日  齋藤　保君（12年間）�
・皆出席（連続出席） �
　　7月26日  嶋田泉太郎君�
・夫人誕生日�
　　8月 5日  臼井　良太君 ご夫人 芳　恵様�



○例会日/木曜日�

○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/�

○会　　　長/内海　宣彦�

○幹　　　事/滝口　喜徳�

○会報委員長/渡邊　俊彦�

前回の出席報告�

�

・先日の財団セミナーへ齋藤先生の運転で行かせてもらいました。先生

　ありがとうございました。　　　　　　内海宣彦　     �

・前年度の親睦活動委員会の残金１６，００９円をスマイルします。　　　　

　2001～2002年度親睦活動委員会     �

・思い出深い旅行の写真をありがとうございました。　　　　　　　　

　深沢、稲葉、山崎恭男、藤田、長田、内海宣彦、望月     �

・6月末、車の中からバラライカなどの領収書と共にざくざくとお金が見

　つかりました。昨年度のプログラム委員会と35周年特別委員会の会合

　の残りのようです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　勝又　洋     

７月２５日のスマイル�

会員数� 出席数�暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６２名� ５９名�４９名�８３.０５％�１００％�

『地上には平和を。すべての人 に々善意を。』�

●欠席者（１０名）�
橋本喜市君・林　由行君・勝又敏樹君・水口正宏君�
守屋善雄君・小野寛幸君・岡本隆典君・斉藤礼志君�
高村繁男君・山崎伊久雄君�

●メーキャップ（３名）�

梶原　一正君 7月5日 　裾野�

石田　　恩君 7月17日　長泉�

高村　繁男君 7月17日　長泉�

●●●欠席される方は前日までにご連絡下さい●●●�

　職業奉仕は、ロータリーの理念思想及び

行動の基盤であると思います。ロータリー

の根幹としてきました職業分類は見直しさ

れ、同一業者の増大等の問題点はクラブ会

員全員で払拭し、ロータリークラブが職業

分類の原則を中心とした実業人や専門職業

人の集まりであることを考えると、職業奉

仕はその核心になる奉仕だと思います。ク

ラブ会員は自己の職業を四つのテストに照

らして、道徳的に行なう事であり、委員会

としては会員は職業奉仕を発揮できるよう

に、学習し支援する事業を目指して活動を

行ないたいと思います。�

（1）地域内の企業訪問の実施�

（2）クラブフォーラムやテーブル会等を実

　　施する。�

（3）職業に関係する卓話�

職業奉仕委員会�

委員長　鈴木　崇司�

　国際奉仕の目的は、ロータリアンの間に、
また、一般の人々の間に理解と善意を育む
ことが、ロータリーの国際奉仕の明確な任
務とされている。�
　この目的に従い、当委員会は次の活動方
針により、その目的をはたすべく努力する。�
（1）２月の世界理解月間には、国際理解を     
　　深めるにふさわしいプログラムを行なう。�
（2）青少年交換学生の受け入れが決定され
　　ているので、このプログラムの趣旨を
　　良く理解し、円滑に実行し、その成果
　　が得られるように努める。�
（3）研究グループ交換（Ｇ.Ｓ.Ｅ）の受け入
　　れに積極的に協力する。�
（4）当クラブの継続事業である教員海外派
　　遣事業を実行する。�
（5）ポリオプラスプログラムに協力する。�
（6）会員に個人レベルで実施できる、国際
　　間の理解と親善を働きかける。海外で
　　のメークアップ、地元の国際交流協会
　　や姉妹都市協会に参加。�

国際奉仕委員会�

委員長　山口　幸男�

�


